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マルシメについて 

■ 企業理念 ／ これまでも、これからも、 

        消費者、生産者、従業員のための 

        生活を応援します 
 

■ 店  舗 ／ スーパーモールラッキー（横手市十文字） 

        マルシメ七日町店（横手市増田町） 

        NEED THE PLACE（秋田市亀の町「ﾔﾏｷｳ南倉庫」） 
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地域の発展こそが会社の発展につながる 
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社会福祉協議会について 

社協とは 
【概要】：社会福祉協議会（以下、社協）とは、地域福祉の推進を目的として、地域住民や福祉活動団体、福
祉事業者等の参加によって構成される民間の団体です。代表的な活動としては、地域の見守りのしくみづくり
やボランティア活動の支援、福祉サービスの提供等があり、様々な場面で地域の福祉増進に取り組んでいます。 

【法的位置】 

社協は民間団体でありながら、社会福祉法に「地域福祉の推進を図ることを目的とする団体であること」と、

「社会福祉事業を経営する者、社会福祉活動を行う者が参加すること」が規定され、かつ、その事業に「住民

の社会福祉活動への参加促進」が規定されています。 

つまり、住民の方々の参加を基本に、社会福祉をはじめとする幅広い分野の関係者の参加に支えられ、行政の

支援を受けている組織であり、「住民主体」の「地域福祉」を推進する団体として法的に位置づけられた組織

です。 
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社会福祉協議会について 

社協の特性：特定の福祉問題だけでなく、まちづくりをも含めたい福祉問題、公的サービ

スの隙間にまる問題などにも取り組むことができ、その民間性から「一人の抱える課題」

から地域に存在しうる課題を探り、既存サービスでは対応できない課題であれば新たなサ

ービスを柔軟に開発することもできることです。 

★社協が目指すもの 

地域の福祉課題に取り組み、誰もが安心して暮らすことのできる地域福祉の実現 

言い換えれば ①誰もが安心して暮らすことのできる地域福祉を実現するために、 

②住民ニーズに基づく地域の福祉課題を、 

③住民の参加と協力を得るとともに、幅広い関係者との協働により、解決に取り組む組織

であり、これらのために幅広い事業やサービスを行っていると言えます。 
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事業名／らいくステップ〜お買い物で自立支援トレーニング〜」 

 

①当事者と従業員の交流プログラム 

 「ラッキークエスト」の開催 
 

 

 

②従業員を対象とした、 

 「ひきこもり」等 

 人間関係に困難を抱える方への 

      理解を深める取り組み 
   ー全従業員勉強会の開催 

   ー従業員マニュアルの作成 
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交流プログラム「ラッキークエスト」について 

①お買い物クエスト 
 ◎商品の目利き 

     計画購買 
 

例：みんなに紹介 

  したいお菓子の購入  

②実習クエスト       
 ◎自立生活に必要な 

     衣食住のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 
 

例：調理,洋服のたたみ方 

  ネクタイの結び方 

 

③お手伝いクエスト 
 ◎人の役に立つ経験 
 

例：POPづくり 

    洋服コーディネート 

  夏祭り準備 
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協働の仕組み（事業全体のうち、ラッキークエストの場合） 

<マルシメ> 

プログラム運営・交流 

<各社協>周知・ 

問合&申込対応 

<各社協> 

参加者伴走・ 

観察・評価・ 

事後フォロー 

<マルシメ> 

プログラム計画・準備 
当事者 

地域 

当日 

  〜 
 終 

 了 

 後 

準備 

<マルシメ・社協> 

事業評価 
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ラッキークエストを取り組む背景 

Ｈ25.10 生活困窮者自立支援モデル

事業を市より受託 

※生活困窮者の定義「現に経済的に困

窮し、最低限度の生活の維持ができな

くなるおそれのあるもの」 

  

 

 

孤立している人 

ひきこもり 

     ニート 

職場定着が困難な人 

ヤングケアラー 8050 

多重債務 
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ワーキング 

    プア 



ラッキークエストを取り組む背景 

〇相談支援の中から見えてきた課題 

・長期未就労者は学生時代にいじめやその他の要因により不登校や高校、大学等卒業後 

 社会や会社でのつまづきにより引きこもりを経験。 

・その多くは対面でのコミュニケーションが苦手であり、地域住民との交流も希薄 

 であるため、自ら得る情報量（ネットは別）が不足しており、経験も少ない 

 ことから社会参加に対する不安が大きい。 

・発達障害や知的障害などの疑いがある方も多い。（受容もしくは受診するまでには至っ

て いないケース含む。） 
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事例（40代男性Ａさん） 

 高校に入学したが、学力についていけず、また人間関係に躓き１年で中退。

その後親類の会社でアルバイトをし18歳になり自動車免許を取得。その後、市

内事業所にて７年間勤務したが、会社都合により退社した後に自宅にひきこも

るようになった。 

 自宅にて約16年間ひきこもっていたが、ＴＶで『８０５０問題』のニュース

を見ていて、危機感が高まり自らハローワークに行くも、ハローワークの様子

が近代的に変化しており、どうしてよいのか分からなかった。 

 自ら自立相談支援機関（社協）へ電話し、「就職したいけど不安がある。」

と相談に来て就労に向けた準備を整えてきていたが・・・。 
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事例ケース（40代男性Ａさん） 
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事例ケース（40代男性Ａさん） 
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事例ケース（40代男性Ａさん） 
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成果と課題 ー マルシメにとっての経営的意味【背景】 

 

①地域の人口減少＝お客様が減少する 
 

  →地域から信頼され、 

   選んでいただける企業になる必要性が増している 
 

 

 

②地域の人口減少＝働き手の確保が難しい 
 

  →離職者を出さない取り組みが必要 

   ＝多様性を認められる文化 

   ＝思いやりを持った対応 
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成果と課題 ー マルシメにとっての経営的意味【目的】 

 

【お客様／地域とともに】 

 ①接客力の向上 
   →対応が難しいお客様への対応 

    よりお客様一人ひとりを思いやった対応ができるようになる 
 

 ②社会福祉協議会等との協力体制ができる 
   →地域からの信頼の高まり、応援される企業になる 
 

【従業員とともに】 

 ③多様な方を認められるようになる 
   →働きやすい職場環境、離職率の減少、 

    会社の風土づくり 
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成果と課題 ー 社協にとっての成果と課題 

 

【新たなサービスの開発】 

 ①「支援」以外の一歩を踏み出す場 
 

【住民主体の参加と協力、幅広い協力者との協働】 

 ②マルシメ従業員への地域ニーズ提供・理解・協働 

 ③お客さん（住民）への就労準備者の認知 

 ④広域連携 

 

 課題【孤立】 

   【負のイメージ・社会的スティグマの存在】 

  
 

 

© 2022 株式会社マルシメ & 社会福祉法人湯沢市社会福祉協議会  



目次 

  １）自己紹介 
     ・マルシメについて 

     ・社会福祉協議会について 
 

 

  ２）取り組みについて 
     ・ラッキークエストとは 

     ・成果と課題 
 

 

  ３）実施のポイント 
     ・参加者への関わり方 

     ・他業種連携 

     ・成果や意義の捉え方と伝え方 

© 2022 株式会社マルシメ & 社会福祉法人湯沢市社会福祉協議会  



３）実施のポイント 

・参加者への関わり方 

© 2022 株式会社マルシメ & 社会福祉法人湯沢市社会福祉協議会  



３）実施のポイント 

・他業種連携 
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地域福祉の推進 ニーズキャッチ機能 
つながる・結ぶ＜紡ぐ 
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★就職率  ≠  成功 

『豊かな社会とは？』 

長期ビジョン（福祉）と短期ビジョン（経営） 
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